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大
学
、
短
大
、
金
沢
東
高
校
の
平
成
十
四
年
度
卒
業
式
は

三
月
、
相
次
い
で
行
わ
れ
、
大
学
は
四
百
六
十
人
、
短
大
は

百
四
十
六
人
、
高
校
は
二
百
三
十
八
人
が
巣
立
っ
た
。
大
学

院
は
十
二
人
が
経
営
情
報
学
研
究
科
を
修
了
し
た
。 

発
行
・
入
試
広
報
部 

新
た
な
道
程
へ
一
歩 

 

◇
短
大
第
五
十
二
回
卒
業
証
書
授
与
式
（
十
二
日
、

県
立
音
楽
堂
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）
＝
写
真
左
下 

 

女
子
の
卒
業
生
は
ほ
と
ん
ど
が
色
と
り
ど
り
の
羽

織
は
か
ま
姿
で
出
席
、
式
典
会
場
は
華
や
か
さ
が
あ
ふ

れ
た
。
小
堀
短
大
学
長
は
式
辞
の
中
で
建
学
の
精
神

「
愛
と
理
性
」
の
も
と
で
学
ん
だ
意
義
を
強
調
し
「
準

学
士
の
称
号
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
識
者
で
あ
る
」
と
激

励
。
飛
田
秀
一
理
事
長
は
「
他
に
与
え
る
こ
と
が
で
き

て
こ
そ
大
人
。
本
物
の
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
告

辞
を
述
べ
た
。
卒
業
生
百
四
十
六
人
を
代
表
し
て
田
中

ひ
と
み
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
た
。 

 

聴
覚
障
害
を
乗
り
越
え
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
し

た
玉
津
美
由
紀
さ
ん
と
、
玉
津
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

二
人
の
学
友
が
学
長
特
別
褒
賞
を
受
け
た
。 

 

◇
金
沢
東
高
校
第
四
十
九

回
卒
業
証
書
授
与
式
（
一
日
、

観
光
会
館
）
＝
写
真
下 

 

松
田
章
一
校
長
は
「
真
の
自

負
心
を
持
ち
、
価
値
あ
る
目
的

を
掲
げ
て
ほ
し
い
」
と
、
飛
田

秀
一
理
事
長
は
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
し
た
田
中
耕
一
さ
ん
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大大大学学学紀紀紀要要要３３３分分分冊冊冊ででで   
▼文学･美術編▼経営･経済･社会学編▼情報科学・自然科学編 

「全学紀要委」刊行を一本化 

 

金
沢
学
院
大
学
の
平
成
十

四
年
度
研
究
紀
要
は
こ
れ
ま

で
の
学
部
ご
と
の
発
行
を
見

直
し
、
学
部
・
機
構
を
横
断
し

た
「
３
分
冊
１
セ
ッ
ト
」
の
ス

タ
イ
ル
で
、
装
い
を
新
た
に
し

て
こ
の
ほ
ど
刊
行
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
ま
で
は
学
部
ご
と
に

紀
要
委
員
会
を
置
き
個
別
に

編
集
、
発
行
し
て
き
た
が
、
昨

年
四
月
に
基
礎
教
育
機
構
が

発
足
し
た
こ
と
も
あ
り
発
行

を
一
本
化
、
「
全
学
紀
要
委
員

会
」（
委
員
長
・
藤
則
雄
教
授
）

で
準
備
を
進
め
て
き
た
。 

分
冊
化
は
文
系
と
理
系
の

混
在
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
刊

行
と
関
係
機
関
へ
の
配
布
を

効
率
的
に
す
る
狙
い
で
、
文
学

部
、
経
営
情
報
学
部
、
美
術
文

化
学
部
、
基
礎
教
育
機
構
の
学

科
構
成
や
教
員
の
専
門
分
野

を
考
慮
し
、
▽
文
学･

美
術
編

▽
経
営･

経
済･

社
会
学
編
▽

情
報
科
学
・
自
然
科
学
編
の
三

編
と
し
た
。
教
授
、
助
教
授
、

講
師
の
論
文
や
美
術
作
品
を

収
載
す
る
と
と
も
に
、
十
四
年

度
に
実
施
し
た
公
開
講
座
の

概
要
も
載
せ
て
あ
る
。 

そ
れ
ぞ
れ
五
百
十
五
部
、
四

百
四
十
五
部
、
三
百
九
十
部
を

印
刷
。
表
紙
装
丁
・
デ
ザ
イ
ン

は
美
術
文
化
学
部
の
山
口
征

三
教
授
、
高
屋
喜
久
子
講 

師
が
担
当
し
た
。 

短
大
も
新
装
第
１
号 

金
沢
学
院
短
大
の
十
四
年

度
紀
要
も
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー

の
え
ん
じ
色
を
配
し
た
同
一

デ
ザ
イ
ン
で
新
装 

第
一
号

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
通
巻
で

は
第
四
十
四
巻
。 

 

◇
金
沢
学
院
大
学
第
十
三
回
卒
業
証
書
・
学
位
記

授
与
式
、
大
学
院
第
三
回
学
位
記
授
与
式
（
十
四
日
、

金
沢
市
観
光
会
館
）
＝
写
真
上 

 

宮
本
匡
章
学
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
知
識
社
会
は

常
に
学
ぶ
こ
と
を
必
要
と
す
る
社
会
。
大
学
卒
業
で

学
び
が
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
分
自
身
の
セ
ン

サ
ー
を
働
か
せ
、
不
断
に
学
び
続
け
て
ほ
し
い
」
と

式
辞
。
飛
田
秀
一
理
事
長
は
告
辞
の
中
で
、「
盗
む
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
他
か
ら
積
極
的
に
知
識
や

技
能
、
生
き
方
を
学
び
取
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強

調
、
宮
本
武
蔵
の
座
右
の
銘
「
我
以
外
、
み
な
師
な

り
」
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
（
盗
む
対
象
と
な
る
）
憧

れ
の
人
物
を
見
つ
け
、
そ
の
人
に
近
づ
く
努
力
を
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。 

卒
業
生
を
代
表
し
て
経
営
情
報
学
部
の
中
西
宏

爾
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
た
。 

 

 

学
院
大
に
五
八
人 

慶
大
、
北
海
道
大
に
も 

 
 
 

東
高
校
進
学
状
況 

 

金
沢
東
高
十
四
年
度
卒
業

生
の
進
学
状
況
（
三
月
二
十
八

日
現
在
）
が
ま
と
ま
っ
た
。
金

沢
学
院
大
に
五
十
八
人
が
進

学
す
る
ほ
か
、
国
公
立
は
北
海

道
大
、
石
川
県
立
看
護
大
、
島

根
大
、
九
州
工
業
大
な
ど
、
私

立
は
慶
応
大
、
中
央
、
明
治
、

法
政
、
関
西
、
関
西
学
院
大
な

ど
。
計
四
十
九
大
学
に
百
六
十

三
人
が
合
格
し
た
。 

の
研
究
・
仕
事
を
引
き
合
い
に

「
失
敗
は
困
難
に
打
ち
勝
つ

新
た
な
力
と
な
る
。
失
敗
を
恐

れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
切
り

拓
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
は

な
む
け
の
言
葉
を
送
っ
た
。
卒

業
生
代
表
の
川
尻
名
緒
さ
ん

が
答
辞
を
述
べ
た
。 

 

 

 

３学部１機構を横断、編集 

◇
今
号
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

愛
称
に
ち
な
み
「
清
鐘
台
通
信
」

と
改
題
し
ま
し
た
。 


